
第５4期株主通信
（平成22年4月1日〜平成23年3月31日）

本社　〒１４１−００３１ 東京都品川区西五反田８丁目2番8号 
TEL 	０３（３４９２）−５５４５　 FAX０３（３４９２）−５９８５
	 http://www.kadoya.com

この株主通信は、再生紙及び環境に優し
い大豆油インキを使用しております。

株主メモ
事 業 年 度 毎年 ４ 月 1 日から翌年 3 月３１日まで
基 準 日 毎年 3 月３１日

そのほか必要ある場合には、あらかじめ
公告いたします。

定時株主総会 毎年 6 月下旬
期 末 配 当 金
支払株主確定日 毎年 3 月３１日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内1丁目 4 番 5 号　
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内1丁目 4 番 5 号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

電話お問合せ（郵便物送付先） 〒１３７−８０８１
東京都江東区東砂 ７ 丁目１０番１１号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 ０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

公 告 方 法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由に
より、電子公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。

〈公告掲載アドレス〉
http://www.kadoya.com

上場取引所 大阪証券取引所　ジャスダック市場
証券コード 2612
株主ご優待 100株以上の株主に対して、年１回自社

製品を贈呈（5月下旬頃）



　平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上

げます。本年３月の東日本大震災により被災

された株主の皆様には、心からお見舞い申し

上げます。

　さて、当社はこのたび、第54期（平成22年

４月１日から平成23年３月31日まで）の決算

を終了致しましたので、ここに当期の株主通

信をお届け申し上げます。

　よろしくご高覧賜りますようお願い申し上

げます。

　　平成23年６月

代表取締役社長 小澤　二郎
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株主の皆様へ
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小豆島から皆様の食卓へ。世界で愛されるトップブランド

コラボレーション商品

テレビCMオンエアー

株主優待
　日頃の感謝を込めて、毎年3月31日現在100株以上お持
ちの株主様へ、「ごま製品詰め合せセット」を贈呈しており
ます。（年1回、5月下旬頃）
　本年も、小豆島の地産、銀
四郎麺業株式会社の手延べそ
うめんなど、小豆島ならでは
の特産品を含めた特製セット
をお届けしました。
　ご家族やご友人の皆様でお
試しいただけましたら幸いで
す。

全国22の地上デジタル及びBSテレビ局でテレビCMを放送しました。
　　　写真左2枚：「ごま油ブラザーズ編」（平成22年7〜8月放送）
　　　写真右2枚：「ごまセサミン」（平成23年2〜3月放送）
本年もごまセサミンのテレビCMを継続して放送しております。
7月からは新しいバージョンも放送する予定です。ぜひTVでご覧ください。

　ニコニコのり株式会社とのコラボレーションにより、
当社の黒ごま辣油と相性のよい黒のり（アマノリ）
100%を使用した「海苔佃煮　純　黒ごま辣油入」が
発売されました。
　この機会にぜひお試しください。
発売日：3月1日

ポップコーン　 かどやのごま油味

海苔佃煮　純　黒ごま辣油入

安政5年（1858年）に、小豆島の特産品である高級そうめんに使われるごま油作りから
はじまったかどやの歴史。ごま一筋に打ち込んできた情熱と徹底した品質へのこだわりは、
創業以来今日まで揺らぐことはありません。この徹底した姿勢が支持され、「かどやブラン
ド」はごまの総合メーカーとして世界のトップブランドに成長しました。

これからもおいしくかつ安心と健康をお届けする製品を作り続けるための、当社のさらな
る挑戦がはじまっています。

　ジャパンフリトレ―株式会社とのコラボレーション
により、当社の純正ごま油を使用した風味豊かなポッ
プコーンができあがりました。香ばしい香りがふんわ
り広がります。
　この機会にぜひお試しください。
発売日：5月9日 （100株以上の贈答品例） （1,000株以上の贈答品例）
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事業の概況

売上高 （百万円） 経常利益 （百万円） 当期純利益 （百万円）

純資産 （百万円）

脱脂ごま他
2.5％

ごま油
79.7％

食品ごま
17.8％

売上高構成比（平成23年３月期）
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１．事業の経過及び成果
当期におけるわが国経済は、海外経済の改
善や各種の政策効果などを背景に、緩やかな
回復基調で推移していましたが、３月11日の
大地震により東北、関東地方を中心に多大な
被害が発生し、今後は厳しい状況となること
が予想されます。
食品業界におきましても、依然デフレ懸念
がぬぐい切れず、需要の顕著な回復は見られ
ない中、今後は大地震による有形無形の被害
が予測される等、厳しい状況が続いておりま
す。
このような状況下、当社はドルベース原料
価格の変動に対し、漸次販売価格の是正を
行っており、原料価格の高騰から大幅な製品
価格値上げとなったことで前年は大きく数量
を落としていたこと、一方「食べるラー油」
ブームにより業務用のごま油が好調に推移し
たこと等から前期に比べ、ごま油の販売数量
は8.1％増となりましたが、製品価格値下げ
や食品ごまの落ち込みをカバーすることは出
来ず、売上高は全体で前期比2.2％減となり
ました。
コスト面では、原料在庫の保管料が減少す

る等減少要因はあったものの、前期末にごま
油充填設備を更新したことによる減価償却負
担の増加や燃料の高騰等から製造経費は前期
比0.7％増となりましたが、円高が進んだこ
とと一昨年高騰した原料購入価格の在庫への
影響が小さくなったことにより、原材料払出
単価が前期を下回り、売上原価は前期比6.3％
減となりました。
一方、販売費及び一般管理費は、販売数量

を確保するため販促費が増加したこと等によ
り販売経費は前期比6.7％増となったものの、
引続き厳正なコスト管理を行った結果、全体
では前期比5.4％増となりました。
この結果、売上高は、21,835百万円（前期

比492百万円減）、経常利益は2,731百万円（前
期比７百万円増）、当期純利益は1,521百万円
（前期比17百万円減）となりました。
最後になりましたが、当社は東北地方に仙

台支店を有しておりますが、製品在庫の一部
に被害が出たものの、幸いなことに人的な被
害はなく、早い段階で業務を再開することが
できました。
皆様にはあたたかいご支援、ご協力をいた

だき、御礼申しあげます。

２．会社が対処すべき課題
当社は、ごまのトップメーカーとしての地

歩を築いておりますが、食品業界の経営環境
は厳しく、原料価格の不安定さ、少子高齢化
による国内需要の減退、安全性確保や環境保
護等の課題に対して以下の通り取り組んでま
いります。
①　�コスト削減と、コストに見合った価格の
実現

②　�国内市場では量から質への転換、海外市
場での需要の拡大

③　�今後のごま需要の動向を見据えた上での
生産体制の推進

④　�品質管理の徹底による安心・安全の更な
る追求、研究開発の推進

⑤　�コンプライアンス体制の強化と内部統制
システムの構築によるCSR（企業の社会
的責任）の向上

当社は、これらの施策により、経営環境の
変化に即応できる経営基盤・体質の強化を一
層進めてまいります。
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貸借対照表（平成23年 3 月３１日現在）
（単位：百万円）

損益計算書（自　平成22年 4 月１日　至　平成23年 3 月３１日）
（単位：百万円）

株主資本等変動計算書（自　平成22年 4 月１日　至　平成23年 3 月３１日）
（単位：百万円）

（注）百万円未満の端数は切り捨て表示しております。

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

流 動 資 産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

15,909

6,769

5,260

18

1,490

流 動 負 債 4,575
固 定 負 債 769
負 債 合 計 5,345

（純 資 産 の 部）
株 主 資 本 17,325

資 本 金 2,160
資 本 剰 余 金 3,082
利 益 剰 余 金 12,082

評価・換算差額等 8
その他有価証券評価差額金 △8
繰延ヘッジ損益 16
純 資 産 合 計 17,333

資 産 合 計 22,679 負債・純資産合計 22,679
（注）百万円未満の端数は切り捨て表示しております。

科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　額
売 上 高 21,835
売 上 原 価 12,606

売 上 総 利 益 9,229
販売費及び一般管理費 6,502

営 業 利 益 2,726
営 業 外 収 益 58
営 業 外 費 用 54

経 常 利 益 2,731
特 別 利 益 2
特 別 損 失 78
税 引 前 当 期 純 利 益 2,654
法人税、住民税及び事業税 1,161
法 人 税 等 調 整 額 △29
当 期 純 利 益 1,521

（注）百万円未満の端数は切り捨て表示しております。

株主資本 　
　　資本金 　
　　　　前期末残高 2,160
　　　　当期変動額 　
　　　　　　当期変動額合計 －
　　　　当期末残高 2,160
　　資本剰余金 　
　　　　資本準備金 　
　　　　　　前期末残高 3,082
　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　当期変動額合計 －
　　　　　　当期末残高 3,082
　　　　資本剰余金合計 　
　　　　　　前期末残高 3,082
　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　当期変動額合計 －
　　　　　　当期末残高 3,082
　　利益剰余金 　
　　　　利益準備金 　
　　　　　　前期末残高 250
　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　当期変動額合計 －
　　　　　　当期末残高 250
　　　　その他利益剰余金 　
　　　　　　別途積立金 　
　　　　　　　　前期末残高 8,340
　　　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　　　別途積立金の積立 300
　　　　　　　　　　当期変動額合計 300
　　　　　　　　当期末残高 8,640
　　　　　　繰越利益剰余金 　
　　　　　　　　前期末残高 2,581
　　　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　　　別途積立金の積立 △300
　　　　　　　　　　剰余金の配当 △610
　　　　　　　　　　当期純利益 1,521
　　　　　　　　　　当期変動額合計 610
　　　　　　　　当期末残高 3,192
　　　　利益剰余金合計 　
　　　　　　前期末残高 11,171
　　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　　別途積立金の積立 －
　　　　　　　　剰余金の配当 △610
　　　　　　　　当期純利益 1,521
　　　　　　　　当期変動額合計 910
　　　　　　当期末残高 12,082

　　自己株式 　
　　　　前期末残高 △0
　　　　当期変動額 　
　　　　　　自己株式の取得 －
　　　　　　当期変動額合計 －
　　　　当期末残高 △0
　　株主資本合計 　
　　　　前期末残高 16,414
　　　　当期変動額 　
　　　　　　剰余金の配当 △610
　　　　　　当期純利益 1,521
　　　　　　自己株式の取得 －
　　　　　　当期変動額合計 910
　　　　当期末残高 17,325
　評価・換算差額等 　
　　　その他の有価証券評価差額金 　
　　　　　前期末残高 41
　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △50
　　　　　　　当期変動額合計 △50
　　　　　当期末残高 △8
　　　繰延ヘッジ損益 　
　　　　　前期末残高 27
　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △10
　　　　　　　当期変動額合計 △10
　　　　　当期末残高 16
　　　評価・換算差額等合計 　
　　　　　前期末残高 69
　　　　　当期変動額 　
　　　　　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △60
　　　　　　　当期変動額合計 △60
　　　　　当期末残高 8
　純資産合計 　
　　　前期末残高 16,483
　　　当期変動額 　
　　　　　剰余金の配当 △610
　　　　　当期純利益 1,521
　　　　　自己株式の取得 －
　　　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △60
　　　　　当期変動額合計 850
　　　当期末残高 17,333
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株式の状況（平成23年 3 月31日現在）

⑴発行可能株式総数	 16,000,000株
⑵発行済株式の総数	 9,400,000株
⑶株主数	 4,897名

外国法人等
0.08％

金融機関
0.07％

法人
1.36％

個人・その他
98.47％

自己名義株式
　　　0.02％

大株主（上位13名）

会社概要（平成23年 3 月31日現在）

商号	 かどや製油株式会社
	 （KADOYA SESAME MILLS INCORPORATED）
資本金	 21億6,000万円
創業	 安政 5年（西暦1858年）
設立	 昭和32年 5 月 2 日
営業品目	 印・純正ごま油、純白ごま油、ラー油
	 印・食品用ごま製品
	 印・脱脂ごま
従業員数	 269名
取引銀行	 み ず  ほ  銀  行　五反田支店
	 三 井 住 友 銀 行　五反田支店
	 三菱UFJ信託銀行　本　　　店
	 三菱東京UFJ銀行　五反田支店
事業所	 本社／〒141−0031

　　　　東京都品川区西五反田8丁目 2番 8号
電話03（3492）5545（代表）
FAX03（3492）5985

工場／〒761−4101
　　　　香川県小豆郡土庄町甲6188

電話0879（62）1133（代表）
FAX0879（62）1135

支店／仙台支店、東京支店、名古屋支店、大阪支店
営業所／札幌営業所、広島営業所、福岡営業所
事業所／神戸事業所

役員（平成23年 6 月23日現在）

代表取締役社長

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

小 澤 二 郎
水 戸 　 優
井 藤 龍 平
佐 野 雅 明
吉 岡 　 努
戸 倉 章 博
織 間 弘 明

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

逸 見 信 彦
山 中 　 務
川　上　三知男
京 谷 　 裕
古 谷 俊 弘
兼 田 　 隆

所有者別状況分布表

株　 主　 名 持　　株　 数 持 株 比 率

株 ％
三 菱 商 事 株 式 会 社 2,575,800 27.40
三 井 物 産 株 式 会 社 2,100,000 22.34
小 澤 物 産 株 式 会 社 1,551,000 16.50
伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 300,000 3.19
国 分 株 式 会 社 300,000 3.19
日清食品ホールディングス株式会社 300,000 3.19
株 式会社Ｊ－オイルミルズ 100,000 1.06
日 本 山 村 硝 子 株 式 会 社 100,000 1.06
か ど や 製 油 従 業 員 持 株 会 84,900 0.90
エ バ ラ 食 品 工 業 株 式 会 社 50,000 0.53
キ ユ ー ピ ー 株 式 会 社 50,000 0.53
小 澤 美 紀 50,000 0.53
小 澤 和 彦 50,000 0.53

札幌営業所

仙台支店

広島営業所

福岡営業所

小豆島工場
大阪支店

名古屋支店

本　　社
東京支店

神戸事業所


